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奥三河の四季

『イチヨウラン』

ラン科イチヨウラン属

数年前に見だことがあ

り、以後毎年注意をしてい

たが見たことが出来なかっ

た。この年知人から「イチ

ヨウランが咲きました｡」と

の知らせで飛んで行った。

今まで時期を間違えていた

のか、やっと逢うことが出

来た。2002.05.12撮影
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花の直径:2cm<らい
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平成16年度総会の概要

平成16年3月20日の午後1時から4

時まで、名古屋NPOセンター会議室で

会員33名の出席で総会が開催され、活
発な議論がかわされました。

●

1開会

2会長あいさつ

3議長選出

前半の議長として中西副会長を、

後半の議長として松尾副会長を選出

しました。

4平成14年度決算"15年度補正予算

(1)平成14年度決算

決算報告と監査報告があり、承認

されました。

（2）平成15年度補正予算

補正予算の説明があり、承認され
ました。

5平成16年度通常総会

(1)第1号議案（平成15年度事業報
告）

事業報告があり、承認されました。

(2)第2号議案（平成15年度決算報

告）

決算報告に関し､受託事業と会員

の会費納入状況について質疑応答

がありました。

会計処理は適正になされていた

との監査報告と、次の2点の要望が

あり、決算報告は承認されました。

①銀行の口座と郵便局の口座を

利用して出納をしているが、1本化

することが望ましい。②会費の振込

手数料を負担している人と負担し

ていない人がいるので、会員負担で

統一するよう改めてほしい。

(3)第3号議案(規約改正）

規約改正について審議され、一部修

正を加え、承認されました。主な質疑

等は次のようなものでした。

＜会計年度＞

○年度の区切りが1月末になってい

るが、3月末に変更できないか。

○観察会は4月から忙しくなるので

総会を3月に開催することとしてお

り、そのためには1月末で締めない

と決算ができない。なお、支部は独

自に会計年度を決めて差しつかえな

い。

＜家族会員＞

○会員は平等でなければならず、家

族会員は置くべきでない。

○会員に対して使われる経費として

機関誌の送料が多くを占めるので、

家族に1通送付することとして、会

費を割り引いて参加し易くしている。

◎採決の結果、規約第5条第2号を

修正して「家族会員として扱うこと

ができる」こととになりました。

＜役員の選任方法＞

○役員の選任方法が規約にない。

○規約検討の途中で、選任方法が抜

けた。

◎規約第10条第3項に、会長、副会

長、事務局長、会計は理事の互選に

よることを加え、3項の監事の規定を

4項に繰り下げることで了承されま

した。

＜理事会の招集＞

○理事会は事務局長ではなく会長が
E←
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りました。

（6）第6号議案（平成16年度予算）

予算案の説明があり承認されまし

た。

（7）その他

愛知万博について協議会としてど

う対応するのかなど問題提起があり、

今後、理事会などで検討することと

なりました。

6閉会

招集すべきである。

○招集の実務を考え事務局長とした。

◎実際には事務局長が仕切ればよい

が、規約上は会長の権限とすること

になりました。

(4)第4号議案(役員の選任･承認）

次の役員が承認されました。

会長中西正

副会長鬼頭弘松尾初

監事南川陸夫脇田孝仁

理事石田晴子井城雅夫

大谷敏和近藤記巳子

齋竹善行佐藤国彦

巾賢治符ﾉ||真弓

堀田守吉川洋行

山田博一今泉洋良

梶野保光滝田久憲

降幡光宏三田孝

(5)第5号議案(平成16年度事業計画）

事業計画案が説明され、承認され

ました。なお、一部資料の訂正があ

茶話会

せっかく会員が集まったので、総会

終了後、茶話会が開催されました。

西三河自然観察会の20周年記念の

CD-ROMを使って、これまでの活動記録

が紹介されました。

(以上、総会と茶話会の報告は齋竹）

ワークショップ「コミュニケーション」に参加して

新宅英夫（名古屋支部）

をしていての失敗や、あの時こうすれ

ばよかったと感じたことなどを自由に

カードに書き込み、大きな紙に関連の

あるカードをまとめて貼り付け、全員

の納得できる結論を出すという、いわ

ゆる川喜田二郎方（いわゆるKJ法）

により、これからの観察会をより充実

したものとするための議論をまとめよ

うとしました。

ふだんはなかなか顔を合わせること

のない自然観察指導員どうしでも、こ

のようなワークショップに参加するこ

とにより、お互いの性格や話し方を理

解し合うよい機会となりましたし、結
構楽しい時間を過ごせたと思います。

「ところでワークショップの結論は

どうなったのか」ですって？

もちろん、「楽しくなければコミュ

ニケーションではない。楽しくなけれ

ば観察会ではない｡」が結論です。

「ん・・・・・・。これはなんだ

ろう。？？？？？」

突然ですが、ワークショップの始ま

りに対して、シヤイで、内気で、無口

で、ナイーブなわたくしめが素直に感

じた印象は、言葉に出すならこんな表

現でしょう。

四角、三角の右下やら真中に次の四

角がつながって・・・・・・・

自然観察指導員とはなんと因果なも

のなのか、人と話すより自然との対話

の時間を大切にしたいわたくしが、コ

ミュニケーションを深めるための訓練

をしなくちゃならないなんて、トホホ

ホ1111

という訳で、愛知県自然観察指導員

連絡協議会の本年度総会は「カオスと

カカオと混乱の大ブレーク」がプレイ

ベントとなった次第でありました。

さて、本題のコミュニケーションで

すが、6人ほどのグループで、観察会
『
１
１
日

戸
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変換点の協議会

みなさんの協力を

閉苣詞■ー

錘

会 長中西正

今までのこと

3月の理事会で私が会長に選出された際、その任の重さを考え辞退しまし

た。しかし、降幡さんから「会を混乱させるな」という一言があり、会長

を引き受けざるを得なくなりました。現在、協議会は変換点にあり、この

役は私にとって非常に重荷です。皆さんの協力を得なければやっていけま

せん。協力を得るために私が協議会について考えていることを記し、挨拶

に代えさせていただきます

協議会ニュースには時々書かせてもらっています。手元に協議会ニュー

スがありましたら見てください。78号(20014)は20周年記念号でしたが、

ここでは20年経った協議会の組織とその動きを心配した内容でした。91

号(200311)は、心配していた組織を検討する会（検討委員会）に参加し

ての感想でした。そしてその中には、年度の節目にそれまでの副会長を辞

するということを含ませておきました。

変わらなければならないこと

91号での原稿は、検討委員会の外見からの感想でしたが、その中身では

いろいろ勉強させて頂きました。検討委員会の主題は協議会を活性化する

ということではなかったかと思います。この延長線に新生協議会がありま

す。新しい発想で、多くの方の考えを入れ、多くの方が動くことが大切で

す。これは、理事会も協議会も同様です。そのためにはどうすればいいの

か。答えはおぼろげながら見えています。ヒントは各支部が行なっている

中にあり、そのよい所を集めればいいのではないでしょうか。兎に角，協
議会は変わらなければならない。

あまり規約だとか組織だとかという話題で停まっていたくないですね。

変わらないこと

本会は400名もの会員がいます。それが愛知県全体に広がっており、地

元の自然を見つめている。それも非常にレベルの高い方ばかりです。ただ、
職業も違えば、考え方も異なる人間の集まりです。自然について考える時

でも、その方法にはいろいろあるはずです。これしかない、この方法が絶

対ではなく、お互いを認めることを基本にしたい。この考えは今までの協

議会が貫いてきたことです。これをベースに置けば、多くの方が参加でき

る協議会になると思います。

400名の集団の強さを自然のために使いたいものです。

●

● 一
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平成16年度東三河支部総会報告 事務局間瀬美子
一
】

一
】

日時場所’1月31日(士)午後3時豊橋グランドホテル出席者：35名

委任状提出…17名議長…丸山嵩監査…稲垣隆司

グランドホテルは、会員の関本さんの勤務先、リッチな雰囲気の総会でした。今年

は、会始まって以来、初めて30人を越し、何と35人の出席者を数えました。先の

講習会で新しく会員になった皆さんも全員加わって、そのにぎやかいこと。開会に先

立って、一回り簡単な自己紹介をしました。議題は、例年どおりで昨年度の報告と今

年度の計画が中心です。昨年度は、NPO法人の認定を受けたので、事務量も多く、

会計さんも苦労の連続だったようです。また、観察指導の依頼も、いつもより沢山あ

りました｡吉祥山の定例観察会は年間通して熱心に参加される方もあり、好評でした。

4回の地域観察会は、天候のせいか時期のせいか、参加者の数の伸び悩みが気に掛か

ります。宣伝方法など、今以上に考えなくては。

今年の定例観察会は、田原市の稲荷山から滝頭公園のコース、地域は、4月の新城

市大原調整池、6月の蒲郡竹島海岸、8月の豊川財賀寺、11月の豊橋善門寺に決定。

お楽しみの一泊研修は、久し振りの神島。いつも手回しのよい神戸さん、魅力いっぱ

いの解説に、みんなうきうき気分です。総会に続き懇親会は、中西さんの軽妙な司会

で、だれもが主役。今年もいい観察会ができそうです。
七

一
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平成16年度奥三河支部(奥三河自然保護研究会)総会報告

事務局村上和彦
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日時場所：2月1日（日）午前10時新城観光ホテル参加者：14名

事務局の村上の司会のもと、開会の言葉に続いて会長の今泉氏の挨拶、続いて私よ

り平成15年度事業報告を行いました。「ふるさと親子自然観察会」は36名の参加者

があり、その内ご夫婦で当研究会へ入られた方があり、当日も総会にご主人が参加さ

れました。「支部観察会」は副会長の杉山氏の案内で、オパールの球願を探して、楽し

い1日を過ごしました。また「支部研修会」は夏焼城ヶ山を会員の福地氏の案内で、

889mの山頂に立ちました。城ケ山を守る会の人達は、将来は面の木原生林までル

ートを延ばすそうです。15年度会計報告がされました。寄付金で賄いましたが、本

部よりの交付金がないので、16年度会計予算では、支部会費の徴収が可決されまし

た。16年度事業計画は、8ケ所の候補案に対して多くの意見がでましたが、決定し

た時は昼をまわっていました。

16年度事業は「ふるさと親子自然観察会」新城市中字利比丘尼城趾、「支部観察

会」津具村白鳥山、「支部研修会」清内路村一南沢|｣|です。食後、比丘尼城趾の下見を

して解散しました。
● 告
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平成16年度知多支部総会報告 事務局畠烈
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日時場所：2月15日（日）阿久比Ⅲ勵労福祉センター参加者：45名

新年度方針「自然の大切さ啓発とホームページの澗迩的な活用」‘

会員の約半数の出席があり、盛り上がった総会となりました。出席者全員が自己紹介の後、

支部代表の挨拶。「今年も自然観察を通して身近な自然の大切さを啓発していこう」「啓発には

ホームページを活用していこう」と話された。続いて15年度活動結果と会計報告が行われ､活

動では支部大(台)として初めてホームページに関するパソコン研修を行ったこと、会計では年

報胴戎費分が残高となっていることなどの特徴が幸皓され、いずれも満場の拍手をもって承認

された。

新年度役員について、代表は引き続き降幡氏、副代表として庶務､行事､広報会計を担当

の4名が選出され、ﾎー ﾑﾍ゚ ｼー゙ の活用を図っていくことから、ホ員ムペーヅ委員も決められた。新年

関子事は、春･秋の研修旅行、持ち寄り会、市町からの受託行事やお手伝い10数件、市町単

位のミニ観察会89件など、盛りだくさんなものとなった。昼食時に割|'さんからイラン土産

の"こんぺいとう"を重ねたような「氷砂糖］が振舞われたり、ふるさと宮崎県に聴居される村

井さんからたくさんの図書が割曽され､みなさんで分けたり、観察会記録の上映しミソコン+プロ

ジェクターによる映働があって、なかなかにぎやかな、そして意義深い総会でした。

皿
● １

４

－
■す
』

平成16年度西三河の自然を知る会支部総会報告

支部長三田孝
● ‐S

日時場所：2月22日（日）刈谷市産業振興センター出席者：17名

平成15年度の行事として支部主催観察会(4/19/j原ﾎ獺平5/17王滝渓谷､6/28昭和の森、

7/13闇苅渓谷、9/6猿ケ島、10/26平戸橋､H16.1/4:"ll)、地域定例観察会("||侮月第一

日曜日)、闇苅渓谷（毎月第二日曜日)、平戸橋（毎月第四日曜日)、岡崎自然体験の森（毎月第

二木曜日と第三日曜日の2回)、王滝渓谷（春夏秋冬の年4回)）の実施が報告されました。

また、20周年記念誌事業として20年の歩みをCD-RMIにまとめられました。

平成16年度は役員が大幅に入れ替わり、会の名称も「西三河自然観察会」に変更されまし

た｡事業計画として支部冗翻臓察会を岡崎自然体験の森で4回(4/18,7/18,11/21､H17.2/20)、

支部主催観察会を3回（5/16刈谷市小堤西池、6/27小原村篠平襯子ふるさと観察会、12/5愛

知こどもの国)、地域定例観察会として5ヶ所（境川：毎月第一日曜日､闇苅渓谷：毎月第二日

曜日､岡崎自然体験の森：毎月第二木曜日と第三日曜日､平戸橋：毎月第四日曜日､王滝渓：

4/17,7/17,10/16,H171/15の4回全土曜日）を計画しました。支部主催観察会(3回）は閑倹

代、資料代として参加費100円の有料観察会にすること、また、一般への広報、会員の情報

交換の場としてホームページをｲ伺戎することにしました。
ー 『

ゴ
Ｆ
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渥美半島「越戸大山ヘリコプタ

愛知県渥美半島には田原市と渥美町に

またがる20平方kmほどの渥美山塊と称

される山々が存在していますbその中の最

高'|犀･越戸大山（おっとおおやま）を陸上

自衛隊明剛充空学校のヘリコプター離着

訓練場として使う計画が03年より持ち上

がりました。

渥美山塊の多くは三河湾国定公園第三

種糊'｣地域に指定されており、中腹の神社

一帯には第一種櫛|j地域に指定された原

生林も残されているなど愛知県有数の照

葉樹林帯となっています。

この渥美山塊ではハチクマ、サシバ、オ

オタカの繁殖が確認されており、山麓では

毎年繁殖期にサンコウチョウ、オオルリ、

ヤブサメなどの夏烏が観察されています。

伊良湖を渡るタカ･小鳥類に取ってこの

渥美山塊が重要な中継･休息地となってい

ることは容易に察しがつくことと思いま

す｡哺享噸もニホンリス、テン、アナグマ

等12種類が確認されていると公表され

ています。

渥美山塊は地元中学校が「立志の行事」

の一つとして縦断ハイキングを行うなど、

園児･児童はもちろんのこと、県内外のハ

イカーにも良く利用されている山でもあ

りますb

私たち「渥美自然の会」では防衛庁長官

宛に｢大山をヘリコプター訓練場とするの

でなく渥美半島にふさわしい森を復活で

きるように｣との署名活動を昨年9月から

行ってきました｡これまでに日本野鳥の会

（本部)及び各県支部､愛知県野鳥保護団

体連絡協議会など5O近い団体及び5000

名を越える個人から署名が寄せられ､去る

3月30日に防衛庁長官に提出しました。

提出にはWWFジャパンや日本野鳥の会

自然保護室の方も立ち会っていただけま
●

a-一
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＝二二＝＝三ｺ

離着陸訓練場化」問題
渥美自然の会大羽康利

した。自然の会の署名は英訳されて海外に

も紹介されており、ドイツの渡り保護団体

から寄せられた署名も当日提出しました。

この半年の間にハイキングクラブ関係

者も訓練淵上反対の声をあげ､大山山麓の

田原市越戸町では住民有志が､渥美町土田

地区では自治会がそれぞれ独自に｢計画中

止を求める署名｣を各地域住民の7割を越

える方から集め､市長。町長に提出しまし

た。3月22日には、士田自治会からの陳

情を受けた渥美町議会が｢反対意見書｣を

防衛庁長官､環境大臣､愛知県知事に送る

ことも決議していますbまた自然の会､ハ

イキング関係者､関係地域住民が一緒にな

って｢大山のヘリコプター訓練淵上を認め

ない会」（事務局大羽）も組織され、「渥

美自然の会｣とは別の署名活動も取り組ま

れていますも

3月30日、東京での防衛庁折衝で当局

担当者は｢渥美町議会が意見書を決議した

のだから､住民の理解を得られたとは思っ

ていない｡」と語りました。また「日本野

鳥の会｣本部職員が「タカの繁殖と渡りを

考えると1月から11月までは訓練は認め

られない｡」と述べ、「渥美の自然を歩く

会」の方が「11月から3月までが、渥美

半島のハイキングシーズンで､同じくこの

間の計||練は認められない｡」とも述べまし

た。

しかしながら、防衛庁当局者はまだ「ヘ

リコプター訓練淵この断念｣を表明するに

は至っておらず｢何とか折り合いのつく方

法は？」との姿勢を取っているのが実際で

す｡皆さんの一層のご協力をお願いしたく

思っているところですb

なお、詳しくは

h"://Www・amitaj.o'ajp/~y-obaをご覧に

なっていただけますようお願い致します。
●
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岸の近くのりjく草刎侭元鹸どを目嚇肋なタモで

がｻがｻー とすくうと、魚オタマジャクシ、アメ

リカずﾘ力ﾆﾆ､淡水iL肋エビヤゴなどさまざま

な生き伽ﾐ入ってきて､子供だけでなく大人も楽

しめます6ペットボトル{鎖聴入れたトラップ(わ

な）を流ケてお(ても、こうした生き物を捕まえ

ることができますも四剰歌撹鬮があｵしばノ|件

池の生き物調べにはさらに侭ilでしょう。

水の中の生き物たらたちはき畑､な水を堀む

もの､矧州こも住めるもの、流れのあるところ

鋤紺もの止水域を好むもnjq卿ﾌ漁場所

を好むも心淵、卿1を好むものなどそれ謝し

自分に適した溌斤にたくさん住んで1(まするした

がって、捕まえた生き4刎勤らその列d或の環溌評

f耐-ることができます万こうした劉妙副剰こよる

水辺煽澗ま環轍育の一環としてよく聯且まれ

ています6捕まえた生割奴繊鼎謝を言聯し

綱ﾅると、そ”畑‘環彰竣{ける様子がわ

‘かります6

私たちは岩倉の自然蝿重ゆﾄﾝﾝj弛で：

観察というより1ｺ調翻こなりますが､釦センチ

四方のコドラート(方ﾂ鮒9の中にいるI姓坐吻

r3fよう:"!
~霊一

もこ珀兎こCgd蜂≦．‘
:P,琵

翻 樹冒

z胸輔のモレ

5月ともなると、jl腱弛'沐もぬるﾑﾉでくる頃

でする水戦食どIますでに芽を伸ばしていますカミ

水温が上がると、水の中でz姓昆虫魚をなどい

ろいろな坐物が活発に活動を始めるようになりま

すもまた剛直え{輔えて田に水力張られると、

前年の秋に瞳ﾒｲ寸けられていたアキアカネやナツ

アカネ醐肋幼坑ってヤゴになる}動ミ農業用水

を通じていろいろな生物が淵Tてきま爽頁こな

るとヤゴをはじめZ姓昆虫I如触になって飛〔朏

すた6捌沖で見られる個'職j減ってくるので、5

月の周ま水の中の劉勿を観察するのにちょうどよ

し塒潮です6

四方のコドラート(方ﾂ1銅9の中にいるI駐生物

の種頃と量儀繰重量を趨渦勺{司制ぺていま

ピを水域､斡耐誠たする池の閃ﾂ1噸｜

生物量を唄徒し､ヌ

ずろ

また尉丘では1畑

りの

定鄙馴竣化をi鋤《していま

五条川の生物調査をする大口町の小学生

また最近では出､ｲ隙掴鰯過溶存酸

素窒素燐といった水質を簡単に掴症できるキ

ットも詞坂されていますのなこうしたもの緋I

用して水質を領碇して､聖鮒旨標と比べてみると

環境と生き物m関附§いっそうよく鋤紫できると

思ｵうれます6

では､水の中に入ってみましょう。裸足でジヤ

ブジャブと歩きたいところでｳー が､水の中にはが

ﾗｽピﾝなどが捨てられて割れていることもあり

ますので'|Wfをしないように長靴が古い運洲上

を履いて入りましょう。

一
q－
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東三河支部のWebページの昨今

梶野保光

●2001年自然観察会勤瞬f告：この年、行

われた自然観察会の報告を掲載しています。

⑧2002年自然観察会実施報告：定例自然観

察会や地域自然観察会の様子の掲載頁です。

④2003年自然観察会実施報告；開催案内

と当日の様子をリンクしていますも

心2004年自然観察会のご案内：2004年に

行なわれる予定の自然観察会を案内してい

ます。あわせて実施報告と当日のテキスト

もPDFファイルでご覧いただけます3案内

チラシのPDFファイルもあります。

⑭自然おりおり:Web管理者の日記風の画

像集ですb

⑯自然工房:会員をはじめとする仲間のエ

ッセイや旅行記を掲載していますが､原稿が

集まらず苦心していまずも各支部の方のご投

稿をお待ちしていますb

⑬NPO東三河自然観察会特薦リンク集;会

員のホームページをはじめ､役立つWebとリ

ンクしていますbもちろん､各支部のWeb/､g

ージもリンク済みですも

⑲NPO法人東三河自然観察会事務局だよ

り:葛轆局からの会員向け連絡など掲載して

います｡このページから会へのメールも入れ

ることができます6

●会報「しぜんかんさつ」：本年度開設し

たページです｡会報をPDFファイルで読むこ

とができますb

●2004年自然観察会実施報告；今年、実

施中の自然観察会の報告と当日､使用したテ

キスト(PDFファイル）をダウンロードでき

ます6

胤蕊溌蕊識灘蕊農繊鶴蕊鶏…鶏驚蕊謹篭鍵灘蕊蕊

鱗灘灘繍鶏

難蕊謝護

蟻

http://www5c.biglobe・ne.jp/,､kajino/

N門法人東三河自然観察会

Webページのあゆみ

東三河支部は2001年､創立20周年を迎え、

「路面電車で都市公園めぐりの自然観察会」

をはじめ､いくつかの記念行事を行なったが、

世の中はIT時代である｡創立20周年の初夏、

試行錯誤のなかで会のホームページを立ち

上げました｡一応､愛知県内の支部としては

ホームページ第1号でした｡当初はアニメー

ション画像をあちらこちらのページに使い

ましたが、ページ更新を重ねるうちに、アニ

メーションはごくわずかになりました。

今もアニメーションが使われているペー

ジはWebページ開設時に作成したものです。

Webページの今後の展望

シンプルで見茂ｺす､,Webページ作成を心が

けたいが、日常の仕事の終わった深夜作業が

多く、生き物の名称等でたまには間違いもあ

り、ごらんの皆さんからのご指摘、指導を常

に期待していますも今後は､皆さんにWeb運

営のヒントをいただき、サイト管理を充実し
たものにしたいと考えていま魂

2剛年春現在のMbページの内容紹介

(2004年4月現在）
●INDEXページ(表細：東三河地域の自然

環境事象の画像（適時更新中）と活動内容、

最新情報へのリンク、各ページへのリンク。

●NPO東三河自然観察会の23年：創立か

ら現在までの歩みを縮小画像を交えて紹介。

●創立20周年記念行事報告：20周年記念

行事のすべてを紹介していますも
●一一

－9－
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■理事会報告
~■Oj

|日時2004/3/6PM2:00~5｡301

場所などやボランティア・NPOセンター

出席者17名

議事

1．新年度役員及び監事選出・新理事の承認

会長中西正

副会長鬼頭弘松尾初

監事潮||陸夫脇田孝仁

新理事井城雅夫

2．16年度事業計画(案)・予算（案）

事業（詞：新たな研修（3日間設定）を承認(今後

の理事会にて細部を詰める）

予算僥司:担当の業務内容によって事務負担金を計

50,000円内で会計より捻出を承認

参考・領収書受け取り不可能のものに対する経費の

負担）

経理規定第8条について次回に理事会で検討

総会当日の確認：前半の議長・中西理事

後半の議長・松尾理事

記録・齋竹理事

3．保険について

・保険料などの再確認･保険担当者(佐藤理詞に

最終決定を一任

・保険適用の場合、当日の名簿提出（住所・氏名

の記入は必須条件）が必要のためサンプルが堀田

理事より提示された。（会として統一する力否かは

次回理事会にて再度確認又は検討

･15年度の保険対象の観察会は実績の報告を行う

（各支部長取りまとめ）

･16年度の保険対象希望観察会は実施日の届けを行

う（各支音脹取りまとめ）

4．その他

山田理事が下記2件を提案

①助成金について：協議会事業内容とマッチするも

のがあれI蹄1度活用

②事務局・編集部の手当て制：2の予算(詞で検

討された内容を補足

①役割分担

会計：石圧||晴子普及；井城雅夫

研修？大谷敏和 事淘司：近藤記巳子

名簿管理:齋竹謝予保険:佐藤国彦

広報：巾賢二機関紙：糊||真弓

企画・調査：堀田守観察会：山田博一

保全：吉川洋行

研修は、愛知県の自然を知ることをテーマに

W4(日）・9尼3GID･11"3(祝)に実施
※7/4(日)午後、などやボランティア・NP○セン

ターの会議室(36人)を確保済み

②年間スケジュール・・年4回を予定－

4/10(士）①役割分担②年詠ｹｼ゙ ｭｦﾚ

8“(封①会員把握②各部会進捗状況③助成

金情報・申調含・事業検討④顧問について

12(未泡来年度の事業予定検討

2/味泡総会に向けての検討

2．経理規定（第8調検討

8条観察会の損害保険の保険料は、協議会及び支

部が主催のものは会が負担し、支部が認め

た定例観察会は､2割を(]､0円)を補助する。

改正）観察会の損害保険の保険料は、理事会がめ

たものは協議会が全額を負担し、支部が認めた観

察会は､2割を補助する。
3．その他

①保険担当者より16年度の保険料は、前年度と同

様の保障内容で256,000円となったとの報告b

②署名運動のちらし・イベントちらしなど封入依頼
について

事務局を通して会長に報告するルートとし、会員1

名、同件につき年1回とすることを確認。

③ふるさと親子自然観察会：後援依頼のため終了時
間確認

④協議会運営について

リアルタイムでの情報交換の必要生

→ML(メーリングリスト)の活用

‘瞬路皆信→課題・協議会のホームページ作成

⑤理事会にて検討したい事柄・提案などがある場合
は、事前連絡すること。

|日時2004/4/13PM200~5:30

場所などやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･NPOセンター

◆議題

1．組織運営についての確認

組織図に基づき保全担当も含めて担当を決定する (事務局近藤）

…いに盛り立て助け合って運営を行う 可
Ｆ
Ｐ
Ｌ
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’規約訂正のお願い’ ’
1 当ふるさと親子自然観察

去る3月20日の通常総会において規約の変更が

ありましたので、お知らせしますも

前回93号に封入の総会資料、規約（詞の下記

部分の訂正をお願いしますも

記

第5条（1）「・・・会員は家族会員として扱う｡」

↓

改正後「・・・会員は家族会員として扱う

ことができる。」

協議会では6月の環境月間にちなみ本年平成16

年度も、愛知県各地で環境のすばらしさ・大切さを

自然観察を通して伝える活動を展開しますも

各支部で取り組みが始まっています6指導員ひと

り一人が積腫的に関わりたいものですも

尚、各支部の取り組みは、最終ページpl2を参
照くださし＄

後援予定愛知県・(財）自然保護協会

第10条3項「監事は､理事をかねることはできな

しも」

↓

改正後4項に繰り下けも

上記により3項に下記を追加。

「会長、副会長、事務局長、会計は理事の

互選により定める｡」

|パﾈﾙ展開偶
於・情報ギャラリー

地下鉄「久屋大通」北改札すぐ

4月7日～4月13日、情報ギヤラリーで自然観

察活動の広報活動の一環として、愛知県各地の自然

観察会のパネル展を開催しました。

誰もが外へ出かけたくなるこの時期、一枚一枚、

パネルを熱心に見る姿が見受けられまし海

今回の反省としては、パネル展示を見ることで、

「観察会へ行ってみよう」という気持ちの引き出し

には、もう少し工夫が必要と思われますb次回の課

題は、さらに多数の人に会場に足を運んでもらうこ

とでしょう力もみなさんの提案をお待ちしていますb

条
条
条
条

３
４
５
８

２
２
２
２

第
第
第
第

(1)及び(2)事務局長

(1)及び(2)事務局長

事務局長→会長

事務局長→会長

奉
奉

↓
↓

|協議会役員新体制’
平成16年度～17年度

～よろしくお願いします～

会長中西正

副会長鬼頭弘松尾初

監事潮l1陸夫脇田孝仁

理事石田晴子井城雅夫大谷敏和

近藤記巳子佐藤国彦齋竹善行

巾賢治符川真弓堀田守

吉川洋行山田博一

今泉洋良梶野保光滝田久憲

降旗光宏三田孝

’ ’エコスポットあいち

愛知県のホームページ

2つの「エコな'|"Rサイト」スタート！

愛知県より、協議会に「あいち豊かな自然100

選」の協力要請が昨年9月にありました。各支部な

どから提供された情報がもとになり「豊かな自然

セレクション100」が織成されていますbバーチ

ャルフィールドをのぞいてみませんか？

1．環境|瀞服発信ひろぱ

亜鵡ｿﾄあいち

htlp:"kanlWOjoho.prefaichijpbco"o"

◆環境保全技術

蝋潮支術セレクション100

②環境技術を訪ねて

◆自然

①豊かな自然セレクション100

②豊かな自然を訪ねて

平成15年度までの役員及び理事

～ありがとうございました～

会長大竹勝

副会長中西正松尾初

監事鬼頭弘間瀬美子

理事石田晴子大谷敏和近藤記巳子

佐藤国彦齋竹善行巾賢治

符川真弓堀田守山田博一

吉川洋行吉田裕孝

今泉洋良梶野保光滝田久憲

長谷川洋二降旗光宏山原勇鮒

参考に同時スタートのエコサイトを紹介します6

2．環境コミュニケーションひろば

＝グエアあいち

http:MKan吋叫血o.prefaiChijpbcosquare/

一

●

－11－



磯鰯蕊蕊
●●

行鑪蕊戦號.ゞ :::壷

ふ馳乞親子自…
集合場所 ’｜日時 問い合わせ その他テーマ

|匿屋蕊 植物園入園料

大人200円

子ども無料

公園尾；獄断行

森林公園

5／9（日）
9:30

～12:30

長尾0568-82.7124

吉田0561.52.7637野の花と昆虫

|囹屋罰 バケツ･タモ持参

靴（サンダル禁l上）

要・子どもの着替え

常滑市鬼崎漁港

名鉄蒲池駅下車

徒歩3分

5／16（日）
9:30

～12:()0

海岸の生きものを

見よう

山田0569.22.4660

鶴舞公園

JR･地下鉄

鶴舞下車徒歩1分

繁記具持参6／5出
10:00

～12:00

屑彊珂N
都市の自然

森052-832-1126

|東三河支部蒲郡市竹島海岸

竹島橋たもと

6／6（日）
9:30

～12:00

海岸の生物と

竹島の植物

岩瀬0532.45.9111

|奥三河支部新城市中字『l」

比丘尼城趾

昼食・雨具持参6／13（日）
10:00

～15:00

ササユリと

蛇紋岩を見よう

今泉05362.22968

|西三河支剖
力嘩0565.65.2802

小原村篠平

国道419号線沿

小ｿ||商店横

6／27（日）
10:00

～12:00
ホタルの出る里の

環境と自然

編集スタッフ

稲生和久、

謝ケ善行

松尾初、

〆 編集後記、
｜通勤経路にある桜はもう完全に散ってし
iまいました畝歩道の植え込みに一斉に

咲きだしたタンボ荊さ、まだまだ黄色の花

を咲かせ続けていますbそしてスミレも縁

石のわずかな隙間から紫色の花を咲かせ

ているのを先日見つけました。今年の吉は

暖かく穏やかな日が続いています3新年度

に新しい生活や活動を始められた方も多

いと思います力i′初心忘るべからずの

、=持ちで頑張ってください｡稲生和久ノ

峨
削
部

削
訓
糊

雅代、

俊江、

邦子、

記巳子

真弓、

裕孝

◎みなさまのご意見．ご慰臘など原稿を

お寄せください。

尚、頂いた原稿は内容を変えない程度に力嘩･修

正する事がありますもあらかじめご了承下さしも

｢協議会ニュース」に関する宛て先轍諜訓

〒445-0863西尾市葵町44符川真弓

愛知県自然観察指導員連絡協議会 事務局

)06愛知県名古屋市有区鳥栖2－6－17機本町CH101
近藤記巳子伽/FaxO52-22-7460

〒457-0006

ｰ 二
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